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情報通信審議会情報技術分科会 航空無線通信委員会  

航空監視システム作業班第６回会合 議事要旨 

 

１ 日 時 平成 21 年１月 21 日(水) 14:00～15:30 

２ 場 所 中央合同庁舎第２号館５階 総務省第４特別会議室 

３ 出席者 

(1) 構成員(敬称略) 

石出 明（主任）、南 正輝(主任代理)、伊藤 達郎、伊野 正美（代理：水谷 悟）、

上野 誠、臼井 範和、大串 盛尚、小瀬木 滋、近藤 天平（代理：執行 周顕）、

志田 命彦、島村 定夫、鷹觜 清一、畑 清之、平田 俊清、舩引 浩平（代理：

小林 啓二）、吉田 努 

 

(2) 説明者(敬称略) (航空無線通信委員会 運営方針 第５項に基づく出席) 

宮崎 裕己((独)電子航法研究所) 

 

(3) 事務局 

衛星移動通信課 佐渡山課長補佐、竹下航空係長 

 

４ 議事概要 

石出主任から開会の挨拶の後、本作業班の構成員について、航空無線通信委員会主査

の了承に基づき、（株）ＪＡＬインフォテック・安達氏から（株）日本航空インターナシ

ョナル・上野氏へ、国土交通省・伊地知氏から同省・臼井氏へ、防衛省・津幡氏から同

省・吉田氏へ変更となった旨の連絡があった。 

事務局から配付資料の確認を行った後、石出主任により議事が進められた。 

 

(1) 前回議事要旨の確認について 

事務局から、資料 10-S 作 6-1 に基づき、航空監視システム作業班（第５回）会合の

議事要旨について説明が行われた。当該議事要旨について意見がある場合は、平成 21

年１月 29 日までに事務局あて連絡を行うこととなった。 

 

(2) ＩＣＡＯ 航空監視パネル（ＡＳＰ）ワーキンググループの報告について 

臼井構成員から、資料 10-S 作 6-2 に基づき、平成 20 年 12 月 8 日から 12 日までの

間に開催されたＩＣＡＯ ＡＳＰ（監視システムパネル）ＷＧＷ会議におけるマルチラ

テレーションの検討結果概要について説明が行われた。 

 

(3) 我が国のＭＬＡＴ導入について 

臼井構成員から、資料 10-S 作 6-3 に基づき、国内におけるマルチラテレーションの

導入計画について説明が行われた。 

引き続き、資料 10-S 作 6-4 に基づき、国内で導入を計画しているマルチラテレーシ

ョンの仕様について、Annex10 Vol.Ⅳ Chapter-6 によるマルチラテレーションの要求

仕様に対する適合性について説明が行われた。 

この中で、(独)電子航法研究所 宮崎主任研究員から、ＩＣＡＯによる要件「RF 環

境に与える影響が最小限となるような設計」及び「トランスポンダの占有率が２％以
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下になるような設計」について、国内のマルチラテレーションの設計が監視対象をモ

ード S トランスポンダとしていること、空港面上のモード S トランスポンダは SSR モ

ード S 信号の一括質問には応答しないような設計であること及びマルチラテレーショ

ンからの質問回数を最大 50 回／秒としていることから、これらの要求条件に適合する

ことの補足説明が行われた。 

 

以上の説明に関し、以下の質疑応答が行われた。 

平田構成員：「トランスポンダの占有率が２％以下」という点について、モード S監

視システムではトラッキングした後ではこの程度の占有率で問題ないかと思うが、

マルチラテレーションでは、トラッキングする前の状況で検出すべき通信が、ト

ランスポンダ占有率２％以下でも検出精度が保たれるのか。また、覆域内の航空

機の密度についても考慮されているのか。 

小瀬木構成員：ＳＳＲなどアクティブなレーダーでは、自分が質問信号を発信した

後、応答信号を聞く一定の時間が必要であり、自分の質問に対する応答信号が得

る必要がある。一方、マルチラテレーションは受信局が常に応答信号を聞くこと

としており、通常、航空機のトランスポンダは毎秒数十回以上の信号のやりとり

を行っているため、これらの応答信号を受信することにより十分な検出、監視は

可能と考えられる。 

  したがって、トランスポンダ占有率と検出精度については、ＳＳＲやＡＣＡＳ

のようなアクティブなシステムと、マルチラテレーションでは異なってくる。 

  また、現在想定しているマルチラテレーションは主として空港及びその周辺の

監視であるが、空港に設置されるＳＳＲは、空港周辺の航空機のトランスポンダ

は見ないようにブロックをかけているため、ＳＳＲと空港面マルチラテレーショ

ンが互いに影響を及ぼすことはないと考える。 

  さらに、ＷＡＭ（広域マルチラテレーション）によりエンルートの監視を行う

場合についても同様であり、通常、毎秒数十～数百回の信号が発信されているも

のを受信することで監視が可能である。他のシステムからの応答信号が得られて

いる場合は、マルチラテレーションから質問信号を送信することはないため、最

悪条件で計算して約 0.28%のトランスポンダ占有と試算されるが、実際には既に

多数の応答信号が飛び交っているため、実際のマルチラテレーションによるトラ

ンスポンダ占有率はさらに低いと考えられる。 

 

(4) ＭＬＡＴ（マルチラテレーション）システムの評価結果について 

（独）電子航法研究所 宮崎主任研究員から、資料 10-S 作 6-5 に基づき、国内にお

けるマルチラテレーションシステムの、羽田空港及び成田空港における評価結果につ

いて説明が行われた。 

 

以上の説明に関し、以下の質疑応答が行われた。 

伊藤構成員：マルチラテレーションでは、受信するだけのパッシブシステム、モー

ドＳ信号を発信するアクティブシステム、及びその組み合わせがあるということ

だが、本評価については組み合わせて実施したということで良いのか。 

宮崎主任研究員：資料に記載してなかったが、羽田では１３局のうち５局が、成田

では２６局のうち１０局が、質問信号の送信機能を有するアクティブな無線局と
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なっており、組み合わせて検証を行っている。 

伊藤構成員：マルチラテレーション実験局はオールコールの質問はせず、モードＳ

個別質問ということか。また、モードＳのＳＳＲは通常どおり運用されており、

1030MHz、1090MHz が飛び交っている環境で評価したが、特段の影響は出ていない

ということか。 

宮崎主任研究員：そのとおりである。 

 

(5) 今後の検討スケジュール及び検討項目素案について 

事務局から資料 10-S 作 6-6 に基づき、今後の検討の進め方について説明が行われ

たところ、当該資料の方針について異論なく承認された。 

続いて、事務局から資料 10-S 作 6-7 に基づき、マルチラテレーションの技術的条

件の検討項目素案について説明が行われたところ、当該資料の方針について異論なく

承認された。 

 

(6) その他 

事務局から、本会合で了承が得られた進め方及び検討項目を基に、次回会合におい

て提示する資料作成のため、随時関係者と相談して進めたい旨の提案があった。 

また、事務局から、本会合は原則公開であるため、マルチラテレーションの要求仕

様に対する適合性の説明の際に使用された補足資料について、提出元の国土交通省に

対し、会議資料の取扱いについて確認した結果、検討途上の精査されていない資料で

あるため、非公開扱いとしたいと提案あり、了承された。 

次回会合の日程については、本年３月開催を目途に、石出主任と相談の上、事務局

より別途連絡することとなった。 

 

 


